
姿
足
跡

糞
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痕

その他
（具体的に）

① 1 月 1 日 渡島 森町 三岱 その他 ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ畑 ○

② 1 月 2 日 渡島 八雲町 わらび野地区 その他 牧草地 ○

③ 1 月 3 日 後志 島牧村 字江ノ島 狩猟者 傾斜地 ○

④ 1 月 4 日 日高 日高町 豊郷地区 狩猟者 山林（雑木材） ○

⑤ 1 月 4 日 渡島 八雲町 東野地区 その他 牧草地 ○

⑥ 1 月 4 日 上川 旭川市 台場 市町村職員 河川中州

⑦ 1 月 5 日 上川 旭川市 台場 市町村職員
廃校裏の河川敷付

近
○

ものを引き
ずった跡、
血痕

⑧ 1 月 10 日 後志 泊村 茂岩地区 市町村職員 盃野営場 ○

⑨ 2 月 8 日 上川 下川町 一の橋 林業関係者 トドマツ人工林 ○ ○

⑩ 2 月 9 日 檜山 上ノ国町 館野地区 狩猟者 原野（笹藪） ○

⑪ 2 月 19 日 釧路 厚岸町
片無去
ソ552

狩猟者
旧片無去小中学校
付近牧草地奥の沢

○

⑫ 3 月 1 日 日高 新ひだか町 静内高見 その他 町道春別農屋線 ○

⑬ 3 月 5 日 釧路 浜中町 茶内東区 その他 森林内 ○

⑭ 3 月 11 日 上川 富良野市 麓郷 その他
道道麓郷山部停車

場線
○

１月５日、台場３条１丁目の住人から、，前回通報場所から少し離れた場所に痕跡がある旨の追加
情報有り。痕跡の発見は前回通報時（１／３）とのこと。
１月５日市職員と猟友会員にて調査を行ったところ、足跡、ものを引きずったような跡及び血痕が確
認され、断定は出来ないがヒグマの可能性もあるとの判断に至った。
市では付近に注意看板を設置するとともに、電話及びFAXにて近隣町内会、小学校(1/5)及び育児
院(1/6)に注意喚起を行った。

狩猟者から役場に通報あり。シカ狩猟中、300ｍ程離れた岸壁沿いの原野にヒグマ２頭が移動して
いる姿を目撃。親子かどうかは不明。近くに人家はなく国道からも離れた海沿いのため経過観察と
した。

間伐作業中にヒグマ１頭が現れ、南側の斜面に逃走。その後、猟友会にて調査をしたところ現場よ
り離れていった痕跡のみで、戻ってきていないことを確認。

ニホンジカ狩猟時にヒグマと遭遇し、民家に近くにあるため被害を懸念し、ヒグマを捕獲した。
捕獲後役場へ連絡あり。

施設巡回の際、雪上に盃野営場入口通路の山側斜面から野営場の柵を越えて茂岩川方向へ続く
人の足跡大の足跡を確認。釣り人等の人が歩く経路ではないので、クマ（1頭）の足跡と推測。

狩猟者から役場に通報あり。シカ狩猟中に雪上に山林の沢を歩いた中型の足跡を確認する。その
後猟友会の委嘱ハンターが巡回。

目撃者から森警察署に通報。森警察署から役場へ連絡あり。野鳥撮影で現場付近の農道を車で
走行中にヒグマを目撃。デントコーン畑と思われる場所に30分程おり、その後濁川方面の山林へ逃
げた。

町の有害駆除実施隊員から役場に通報あり。エゾシカ有害駆除実施中に、雪上に牧草地を横断
し、トドマツ人工林に続くヒグマ１頭の足跡を発見した（前足の幅13～14cm）。役場では経過観察と
した。

道道麓郷山部停車場線を通行中の住民よりヒグマ１頭を目撃したとの連絡を受ける。ヒグマの詳し
い情報等については不明。
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確認者確認日

町の有害駆除実施隊員から役場に通報あり。エゾシカ有害駆除実施中に、雪上に牧草地を横断
し、雑木林に続くヒグマ１頭の足跡を発見した。役場では経過観察とした。

１月３日１６時、台場３条１丁目の住人が、石狩川伊納大橋付近の中州を大きな黒い動物が移動し
ているのを目撃し、同日１８時１３分警察経由で市に通報あり。
１月４日市職員と猟友会員にて調査を行ったがヒグマの出没を裏付ける根拠はなし。
１月５日住人からの追加情報に基づき再調査を行ったところ、ヒグマ出没の可能性ありとの判断。
（詳細は⑦参照）

確認したもの
確認場所

環境
（具体的に）

備　　考振興局 市町村

　１月末頃に厚岸町市街地から向かって、旧片無去小中学校手前にある牧草地（右側）の奥の沢
付近で大きめのヒグマの足跡をエゾシカ狩猟時に見たとの情報が、片無去自治会長を通じて連絡
あり。目撃情報から確認日（連絡をもらった日）まで時間がかなり経過しているため、特に対応なし。

午前8時頃除雪作業に向かう途中、クマを目撃。停車し警戒を見ていたところ、クマが突進してきて
車が破損、ルーフにクマの血痕が付着し人は無事であったが、そのままクマは逃げていった。静内
高見春別ダム1km手前町道。（警察から役場への報告）

酪農学園大学より通報あり。町鳥獣被害防止対策協議会との受託事業である、エゾシカ小型囲い
ワナ誘因調査の給餌に来たところ、ワナから南３０m辺りの森林内でヒグマの足跡を目撃した。(前
足幅14cm位)



⑮ 3 月 11 日 ｵﾎｰﾂｸ 滝上町
雄柏（オセ
ウシ林道）

狩猟者 天然林 ○

⑯ 3 月 11 日 ｵﾎｰﾂｸ 興部町
興部町
朝日地区

狩猟者 林道内 ○

⑰ 3 月 12 日 ｵﾎｰﾂｸ 斜里町 知床岬地区 その他 草地 ○

⑱ 3 月 13 日 釧路 釧路町 浦雲泊 その他 道道１４２号 ○

⑲ 3 月 15 日 ｵﾎｰﾂｸ 斜里町 オペケプ林道 狩猟者 林道 ○

⑳ 3 月 15 日 釧路 釧路町 浦雲泊 その他 道道１４２号 ○ ○

㉑ 3 月 23 日 日高 新ひだか町
静内真歌・
浦和

その他 放牧地 ○
午後2：30頃放牧地にて馬を移動させようとしていたところ、クマ1頭（かなり大きい）を目撃し役場に
連絡、役場と猟友会が駆け付けたところ、静内温泉方面に逃げていく姿を確認。猟友会による見回
りと静内温泉へ注意喚起を行った。（別添地図のとおり）

1～2日前のヒグマの足跡を発見。前掌幅14-15cm。
環境省からの防鹿柵破損確認・修理作業中であった。

車両で道道を走行中、山側から海側へヒグマが横断した。猟友会と役場警察で現場確認　海側へ
続く足跡発見、　防災無線にて注意喚起

猟友会会員が林野庁から受託したシカ捕獲業務従事中に単独のヒグマを目撃した。

エゾシカ有害鳥獣駆除活動中の実施隊員がオセウシ林道周辺の沢を横断するヒグマの足跡を確
認した。

林道を横切って沢に尻滑りをして降りていった形跡あり。足跡の大きさについては時間が経って雪
が解けていたこともあり計測できなかった。

車両で道道を走行中、山側から海側へヒグマが横断した。猟友会と役場警察で現場確認　痕跡見
つからず、　防災無線にて注意喚起


